
未
来
へ
大
き
く
は
ば
た
け

新
成
人

　
今
年
の
成
人
式
は
、
八
月
十
五
日
、
村
民
会
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
の
成
人
式
該
当
者
は
一
九
九
〇
年
度
生
ま
れ

（
平
成
二
年
度
）
の
七
十
三
人
。
男
性
が
三
十
三
人
、

女
性
が
四
十
人
。
こ
の
内
、
村
内
に
住
所
が
あ
る
方

は
五
十
一
人
で
す
。

＊
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
成
人
者
名
簿
は
掲

　
載
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
関
川
村
で
は
」

●
人
　
口
　
八
、
三
九
〇
人
　

●
世
帯
数
　
二
、
〇
五
六
世
帯

　
　
　
　
　
　
（
平
成
二
年
九
月
末
現
在
）

▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い
の

　
家
」
が
竣
工
　
　
　
　
　
　
（
４
・
16
）

▽
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成
（
11
・
16
）

▽
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞

　
を
受
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
・
30
）

「
日
本
・
世
界
の
で
き
ご
と
」

▽
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
、
小
中
学
校

　
で
の
日
の
丸
掲
揚
・
君
が
代
斉
唱
を
義
務

　
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
・
１
）

▽
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
イ
タ
リ
ア
大

　
会
が
開
幕
。
西
ド
イ
ツ（
当
時
）が
優
勝
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
・
８
）

▽
礼
宮
文
仁
親
王
が
川
嶋
紀
子
さ
ん
と
結
婚

　
秋
篠
宮
家
を
創
設
　
　
　
　
（
６
・
29
）

▽
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
・
２
）

▽
巨
人
が
東
京
ド
ー
ム
で
の
ヤ
ク
ル
ト
戦
に

　
勝
ち
、
史
上
最
短
で
リ
ー
グ
優
勝
を
決
め

　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
・
８
）

▽
ソ
連（
当
時
）と
韓
国
が
国
交
樹
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
・
30
）

新
成
人

未
来
へ
大
き
く
は
ば
た
け

関
川
村
長

　

平
　
田
　
大
　
六

　
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
成
人
」
に
た
い
し
て
国
は
、
多
く
の
権

利
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
は

選
挙
権
で
す
。
先
月
の
村
議
会
議
員
の
選
挙

で
は
、
皆
さ
ん
は
、
こ
の
こ
と
を
身
近
に
感

じ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
投
票
行
為
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
、
か
か
わ
り
を
も

た
れ
た
方
も
お
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
飲

酒
や
喫
煙
も
同
じ
で
す
。
そ
れ
ら
は
、
法
律

的
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
社
会
的
に
重
要

な
こ
と
は
、
成
人
は
自
分
の
行
為
に
た
い
し

て
自
分
自
身
で
責
任
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
心
に
と
ど
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
関
川
村
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
が
三

十
四
％
を
し
め
ま
し
た
。
高
齢
化
社
会
と
い

い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
生
れ
た
頃
は
二
十
一
％

く
ら
い
で
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
全
体
の

傾
向
で
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
社
会
で
す
。
若
い
人
た
ち
が
、
経
済
的

に
高
齢
者
を
助
け
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
国
の
仕
組
み
が
は
っ
き
り

し
て
い
ま
す
。

　
三
月
の
東
日
本
大
震
災
以
後
、
日
本
の

国
は
大
き
く
変
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
国

策
と
し
て
の
原
子
力
発
電
の
続
否
は
と
も

か
く
と
し
て
、
根
幹
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

電
力
量
も
無
限
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
一
九
九
七
年
「
京
都
議
定
書
」

の
頃
は
、
肌
に
感
じ
ら
れ
な
い
部
分
も
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
の
電
力
危
機
は

生
活
に
密
着
し
、
核
も
含
め
て
現
実
的
な

感
触
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
時
に
あ
た
り
、
成
人
に
な
ら
れ
た

皆
さ
ん
方
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
新
し
い
国
づ

く
り
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
お
お
げ
さ
に

云
え
ば
、
文
明
の
流
れ
を
変
え
て
ゆ
こ
う

と
す
る
力
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
関
川
村
は
合
併
せ
ず
、
自
立
し
て
９
年

目
を
む
か
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
方
の
若
い

発
想
力
と
行
動
力
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

祝祝祝祝祝
新
し
い
国
づ
く
り
村
づ
く
り
に
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み
ん
な
が
生
ま
れ
た

　
平
成
二
年
度

　
　（
一
九
九
〇
年
度
）は

　
　
こ
ん
な
年
で
し
た

み
ん
な
が
生
ま
れ
た

　
平
成
二
年
度

　
　（
一
九
九
〇
年
度
）は

　
　
こ
ん
な
年
で
し
た
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二
十
歳

二
十
歳
の
誓
い
誓
い�

二
十
歳

二
十
歳
の
誓
い
誓
い�

�
▽
西
ド
イ
ツ（
当
時
）に
東
ド
イ
ツ（
当
時
）が

　
編
入
さ
れ
る
形
で
統
一
　
　
（
10
・
３
）�

▽
Ｔ
Ｂ
Ｓ
人
気
ド
ラ
マ
「
渡
る
世
間
は
鬼
ば

　
か
り
」
放
送
開
始
　
　
　
　
（
10
・
11
）�

▽
任
天
堂
が
「
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
コ
ン
」
を

　
発
売
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
・
21
）�

▽
台
風
28
号
が
和
歌
山
県
白
浜
町
に
上
陸�

　
統
計
開
始
後
、
最
も
遅
い
時
期
の
上
陸�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
・
30
）�

▽
Ｔ
Ｂ
Ｓ
記
者
の
秋
山
豊
寛
氏
が
ソ
連
（
当

　
時
）
の
ソ
ユ
ー
ズ
で
日
本
人
初
の
宇
宙
飛

　
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

12
・
２
）�

▽
第
２
次
海
部
改
造
内
閣
発
足
（
12
・
29
）�

▽
多
国
籍
軍
の
イ
ラ
ク
空
爆
に
よ
り
湾
岸
戦

　
争
勃
発
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
・
17
）�

▽
広
島
新
交
通
シ
ス
テ
ム
橋
桁
落
下
事
故
に

　
よ
り
市
民
、
作
業
員
な
ど
15
人
死
亡�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
・
14
）�

「
こ
の
年
の
ヒ
ッ
ト
曲
」�

▽
お
ど
る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン�

　
　
　
　
　
　
　
　
（B

.B
.

ク
イ
ー
ン
ズ
）�

▽
浪
漫
飛
行
（
米
米C

L
U
B

）�

▽
今
す
ぐK

iss M
e

（
リ
ン
ド
バ
ー
グ
）�

▽
情
熱
の
薔
薇�

　
　
　
　
（T

H
E
 B
L
U
E
 H
E
A
R
T
S

）�

▽
真
夏
の
果
実
（
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
）�

「
こ
の
年
の
新
語
・
流
行
語
大
賞
」�

▽
新
　
語
―
金
賞
「
フ
ァ
ジ
ィ
」�

▽
流
行
語
―
金
賞
「
ち
び
ま
る
こ
ち
ゃ
ん
」

　
　
　
　
　
銀
賞
「
バ
ブ
ル
経
済
」�

「
こ
の
年
の
ヒ
ッ
ト
商
品
」�

▽
テ
ィ
ラ
ミ
ス�

　
三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た

日
か
ら
、
私
は
災
害
復
旧
と
し
て
定
期
的
に
石

巻
市
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
あ
の
光
景
を

見
て
感
じ
た
こ
と
は
、
人
は
一
人
で
は
生
き
て
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。�

　
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
そ
し
て
車
や
家
の
な
い

人
た
ち
が
大
勢
い
る
中
で
、
食
べ
物
や
水
を
分
け

合
い
助
け
合
っ
て
い
る
姿
を
見
て
私
の
考
え
は
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。�

　
私
は
こ
れ
ま
で
何
と
な
く
生
き
て
き
ま
し
た
が
、

考
え
て
み
る
と
、
自
分
が
ど
れ
だ
け
の
人
に
支
え

ら
れ
て
い
た
の
か
と
、
今
ま
で
の
自
分
は
本
当
に

ど
う
し
よ
う
も
な
い
奴
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
ま

で
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
友
人
、
学
校
の
先
生
た

ち
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
だ
ま
だ
自
分
は
支
え
ら
れ
っ
ぱ
な
し
で
す
が
、

二
十
歳
に
な
っ
た
今
、
誰
か
を
支
え
ら
れ
る
よ
う

な
大
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
年
か
ら
学
生
生
活
も
終
わ
り
、
社
会
人
と

し
て
第
一
歩
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。
生
活
も
環

境
も
大
き
く
変
わ
り
、
焦
っ
た
り
自
分
の
中
で
葛

藤
が
あ
っ
た
り
し
て
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
た
び
に
家
族
や
友
人
、
日
ご
ろ
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
周
り
の
方
々
に
支
え
て
い
た

だ
き
乗
り
越
え
て
く
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。�

　
学
生
の
頃
は
、
皆
で
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
以

上
に
家
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
自
分
が
興
味
を
持
っ

た
こ
と
や
趣
味
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
日
々

挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
家
族
と
支
え
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
感

謝
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。�

二
十
歳
の
誓
い�

河

内

直

弥
さ
ん
（
沢
）�

長
谷
川
彩
音
さ
ん
（
下
関
）�

＊＊最高の成人式にします＊＊�
　７月４日、村民会館で成人式の実行委員会が行わ
れました。今年の実行委員は７人。友人との再会を
楽しみにしながら、８月15日を最高の成人式にしよ
うと、式典最中の役割分担やアトラクションの内容
等について相談しました。�
　実行委員長の鈴木こづ恵さん（上関）は「楽しい
思い出の残る成人式にしたい」と意気込みを話して
いました。実行委員会は成人式までに数回行われ、
８月15日の成人式を迎えます。�

【
実
行
委
員
】�

駒

沢

俊

亮
さ
ん
　
五
十
嵐
若
葉
さ
ん�

小

嶋

裕

也
さ
ん
　
鈴
木
こ
づ
恵
さ
ん�

駒

沢

千

春
さ
ん
　
佐

藤

優

衣
さ
ん�

山
崎
ち
づ
る
さ
ん�


